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アスベストによる健康被害対策
１．健康被害
石綿肺、肺線維症、肺がん、腹膜・胸膜等の中皮腫（がんの一種）の原因
物質とされている。
平成18 年9 月1 日より、石綿及び石綿をその重量の0.1％を超えて含有す
るすべての物の製造、輸入、譲渡、提供、使用が禁止。

アスベストに暴露して発病まで、３０～４０年といわれ、現在でも患者数は
増加中。

２．国（厚生労働省）の対応
石綿障害予防規則（平成１７年２月）
第１３条 （石綿等の切断等の作業に係る措置）
事業者は～労働者を従事させるときは、石綿等を湿潤な状態のものとし
なければならない。ただし、石綿等を湿潤な状態のものとすることが著しく
困難なときは、この限りでない。



住宅屋根瓦解体工事に於ける湿潤化の問題点

１．屋根瓦の湿潤化は、雨水浸透を防止が前提に製造されてお
り困難。散水しながらの工事では、作業者の滑落の危険増大。
（雨天の瓦工事は危険作業として、業界基準で禁止）
乾燥屋根瓦の釘抜き作業では、アスベストの飛散（たばこの
煙程度の微粉塵）は不可避。

２．住宅への漏水のよる住宅機能の維持困難。散水による流失
アスベストが住宅の壁面、敷地、樹木排水部分に付着。
乾燥後、再飛散

３．住宅頂部１ｍ上までの足場を全面防炎シートで覆うことは風
圧倒壊、費用の増大、設置が不可能な物件には不適。

４．アスベスト瓦屋根を金属屋根等で覆う、カバールーフ工法は
アスベスト処理の先送り。次の改装時は乾燥状態がすすみ、
さらに危険性増大



シールドサクション工法の開発研究
１．㈱コトガワの特許の実用化のための研究開発の実施
研究開発： ㈱コトガワ

山口県瓦工事業協同組合（石綿対策技術委員会）
全日本瓦工事業連盟

資金支援： ㈱コトガワ
全日本瓦工事業連盟
山口県瓦工事業協同組合

研究開発協力：厚生労働省
山口県産業技術センター
山口労働局
㈱下関環境技術センター（現 ㈱下関三井化学）
松下電器産業㈱

２．全日本瓦工事業連盟より厚生労働省へのシールドサクショ
ン工法に関する要望書の提出（平成１８年１月）



シールドサクション工法



シールドサクション工法



シールドサクション工法実施状況



シールドサクション工法並び装置の関連特許出願

 特開２００９－２８８９７ （特許第４２３５２４８号） 掃除装置
 特開２００９－１０１３３０ 掃除装置及びごみ除去方法
 特開２００９－１０２９１２ アスベストを含む粉塵の大気飛散防
止方法

 特開２００８－１３２５８６ 掃除装置及びごみの除去方法
 特開２００８－２４９３９８ 飛散石綿量の測定方法
 特開２００８ー２５５７８４ 石綿スレート板除去装置及び石綿ス
レート板除去方法

 特開２００７－２０５１１０ 石綿スレート板除去装置及び石綿ス
レート板除去方法

 特開２００７－２３９２９９ 石綿ダスト捕集用掃除機
 特開２００７－２９７８８０ 石綿スレート板の留め具の除去装
置及び除去方法

 登実－３１３１１３３ 石綿含有屋根材の止め釘の抜き具
 登実－３１３６６５７ 釘抜き装置



特許４２３５２４８号【発明の名称】掃除装置

特許権者：株式会社コトガワ
発明者：佐々岡良介
特許請求の範囲
【請求項１】
石綿スレート板の撤去作業時に発生する石綿ダスト及び該石綿スレート板の
留め金具である釘を含むごみを吸引除去する掃除装置であって、屋根板に
前記石綿スレート板を固定している前記釘の周囲を覆うダスト飛散防止カ
バーと、先部の吸引口が前記釘に近接して配置され、前記ダスト飛散防止カ
バーに取付けられているパイプと、前記パイプに真空ホースを介して接続さ
れる掃除機本体と、前記ダスト飛散防止カバーの開口部から差し込んだ状態
で配置される釘抜き具とを有することを特徴とする掃除装置。
【請求項２】
請求項１記載の掃除装置において、前記真空ホースの中間部に前記釘を除
去する異物除去手段が設けられていることを特徴とする掃除装置。
【請求項３】
請求項１及び２のいずれか１記載の掃除装置において、前記ダスト飛散防止
カバーは透明部材からなるフードを有し、該フードの内面側にあって、該フー
ドをドーム状に保持する形状保持部材が設けられていることを特徴とする掃
除装置。



特許４２３５２４８号【発明の名称】掃除装置



特許の事業性について

１．技術の完成度：

国（厚生労働省、国土交通省）の指示で必要
な試験を実施・クリアーし、厚生労働省より全
国の労働局に了知するよう指示書が発行され
た案件。本特許によるアスベスト含有屋根解
体工事は既に山口県内で実施中。

２．事業化へ解決すべき課題：

（１）機器の耐久性の確認。ただし、ホース等
に穴が開いてもアスベストは外部には飛散す
ることはない。



ビジネスプラン：市場

１．市場規模：日本全体で５００万棟
1棟の解体工事費は100万円
総額約５兆円

２．アスベスト瓦解体工事による
国民の健康被害を防止できる
極めて社会性の高い発明



特許供与特許供与
シールドサクション工法特許

（特許第４２３５２４８号他10件）のﾗｲｾﾝス供与

技術指導技術指導 シールドサクション工法の実技及び技術指導

製造･販売製造･販売 アスベスト含有瓦解体工事の受注。安全・安心な
工事実施

経 営経 営 経営パートナーとの連携

ビジネスプラン：事業計画
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（１）市場は500万棟のうち年間5％が解体工事を行なうとした。
（２）収益は売上げの10％ とした。

２年度

2500

3

0．3

50

5

2 50

３年度

2500

100

10

100

市場 （億円）

売 上 げ (億円）

収 益 （億円）

特許実施権供与（件）

売上げと収益

ビジネスプラン：売り上げと収益



ﾗｲｾﾝｽ供与先、シールドサクション工法
の普及拡大

課題

１

すでに本工法を実施している山口県での実施
状況のフォローアップ
シールドサクション工法のブラシアップ

課題

２

ビジネスプラン：今後の課題



シールドサクション工法ライセンス対象事業者

㈱コトガワ（特許権者）
シールドサクション管理委員会

（社）全日本瓦工事業連盟
（全瓦連）

都道府県瓦工事組合

山
口
県
（許
諾
済
）

Ａ

全瓦連加盟以外の事業者
（工務店、瓦製造事業者他）

Ｂ Ｃ

通常実施権

通常実施権
（再実施権付）

通常実施権
（再実施権付き）

通常実施権
（再実施権付

研修業
務委託

通常実施権

研修



シールドサクション工法ライセンス条件
１．シールドサクション（ＳＳ）管理委員会は各県のＳＳ委員会担当
者の受け入れ研修（３日間程度:県災防指示事項）を行ない、
各都道府県内での展開についてはそれぞれの都道府県単位
で実施

２．許諾テリトリー

（社）全日本瓦工事業連盟加盟の各都道府県瓦工事業組合
は当該都道府県とする。

それ以外の業者については、協議事項とする。

３．ライセンス料
①一時金： （社）全日本瓦工事業連盟加盟の各都道府県瓦工
事業組合は開発に協力した経緯があり無料。

それ以外の業者については、各受講者：３万円／人。

②ランニングロイヤリティー

①研修用資料及び掃除機器の購入代金に含める。

③工事量に比例した対価はなし。



特許権保有企業と発明者の紹介

１．特許権保有企業
株式会社 コトガワ
所在地 山口県宇部市大字妻崎開作１４０の１
資本金１０００万円 代表者佐々岡良介 年商2億2千万円（平成１6年実績）
従業員１６名

２．紹介特許の発明者
佐々岡良介
１９７２年 長崎大学工学部電気工学科卒
１９７２年 松下電器産業㈱入社：特許出願件数：７５件
高性能モーターファン開発（日本電機工業会功労賞）、車載用・家庭用空気清浄
機開発
１９７９年 有限会社コトガワ入社：出願特許件数：３７件
超緩勾配防水瓦(洋、和風)エジェクター方式(中国経済産業局長賞）、スルー
ホール工法（建設大臣技術評価）、静電塗装における塗料絶縁方法と装置（特許
庁、注目特許選定）、文部科学大臣表彰（科学技術賞）、山口県産業科学技術振
興賞
１９９８～２００３年 山口大学工学部 非常勤講師
２００８年～山口県立博物館運営評議委員



ご静聴有難うございました

追記

本件は厚生労働省からも、普及を急ぐよう要請され
ている案件であり、皆様のご協力をお願い致します。


